控　訴　状

平成２０年　月　　日

東京高等裁判所民事部　御中

〒２２７－００４８　神奈川県横浜市柿の木台１０－５
パームステージ藤が丘５０３
控　　　訴　　　人　　　澤　田　石　　順
〒１０５－０００３　東京都港区西新橋１丁目１２番３号西新橋ＴＭビル４階
（送達場所）　　　　　　　井上法律事務所
ＴＥＬ　　０３―３５０９―１７１１
ＦＡＸ　　０３―３５０９―１７０７

　　　　　　上記控訴人訴訟代理人
弁護士　　　井　　上 　　清　　成
〒１００－８９７７　東京都千代田区霞ヶ関１丁目１番１号

被控訴人　　　　国

上記代表者法務大臣　　保　岡　　興　治

 eq \o\ad(処分行政庁,　　　　　　　　　　　　)　　厚生労働大臣　　舛添　要一

後期高齢者等リハビリ入院制限等差止請求控訴事件

　訴訟物の価格　金　　　　　　円

　貼用印紙額　金　　　　　　　円

　上記当事者間の東京地方裁判所平成２０年（行ウ）第２１５号後期高齢者等リハビリ入院制限等差止請求事件について，同裁判所が平成２０年９月１１日に言い渡した判決に不服があるから，控訴人は控訴を提起する。

第１　原判決の表示

　主　　　文

　１　本件訴えを却下する。

　２　訴訟費用は，原告の負担とする。

第２　控訴の趣旨

　１　原判決を取り消す。

　２　厚生労働大臣は、控訴人に対し、控訴人が患者に必要と認めて行うリハビリテーションにつき、回復期リハビリテーション病棟において、退院患者のうち他の保険医療機関へ転院した者を除く患者の割合が６割未満の場合には、当該病棟における回復期リハビリテーション病棟入院料が入院患者１人当たり１日につき１６９０点であるところを１５９５点に減額し、回復期リハビリテーションを制限してはならない。

　３　訴訟費用は，第一，二審とも被控訴人の負担とする。

第３　控訴の理由

　　　控訴の理由は，追って控訴理由書を提出して主張する。

附　属　書　類

１　控訴状副本　　　　　　　　　１通

２　委任状　　　　　　　　　　　１通
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